
 

美作国創生公募提案事業 事業成果報告書 

１事業名：地域の空き家を守り利活用につなげる事業 

２実施団体：グランパ美甘・ＮＰＯ市民活動センターまにわ 

３協働担当課：美作県民局・地域政策部・地域づくり推進課 

４事業概要 

地域内に空き家が急増していて、その実態は行政も把握できていないのが現状である。ま

た、そのほとんどが管理されていない状態で、荒廃が進んでいる。空き家を管理することで

荒廃を防ぐことができ、移住者（Ｉターン・Ｕターンも含め）が安価な経費負担で入居が可

能となり、積極的な移住定住のアピールもできる。空き家の中には貴重な材料を使った家屋

もあり、地域の財産として実態調査を行い、管理可能物件は管理し、家屋の荒廃をできるだ

け防ぎ、移住定住や利活用につなげる。 

５実施内容  ◆美甘地域の全ての空き家を実態調査  ◆調査項目等の検討をして調査票作成  ◆作成した調査票をランク別に分類し、地区別にファイル  ◆所有者（相続等）の割り出しを行い，意向調査  ◆管理メニュー、（管理料、内容等）の作成  ◆ＰＲのための（管理、解体、移住定住のフォロー等）チラシ作製  ◆管理物件の看板作成  ◆多少の改修等は自力でやるための勉強会（ワークショップ）開催  ◆地域報告会開催  ◆他地域からの視察受け入れ 

◆移住定住を促進するため、ホームページの作成  ◆不動産取引等が関係してくる可能性があるため不動産業者との提携 

 



 

担当地域に分かれて空き家を調査及び写真撮影を実施    

美甘地域空き家件数 

地域名 件 数  A  B  C  D 

黒田学区 １５  ２ １ ５ ７ 

鉄山学区 １３  ２ ０ ２ ９ 

田口学区 ２０ ５ ２ ４ ９ 

野尾学区 ２６ ５ ７ ６ ８ 

本校学区 ４３ １３ １２ １２ ６ 

合 計 １１7 ２７ ２２ ２９ ３９ 

A・現状のまま利活用できる  B・多少の改修が必要 

C・かなりの改修が必要    D・大規模な改修が必要で活用不可 



 

空き家管理標準プラン         グランパ美甘        
 

           有 料 オ プ シ ョ ン 内 容 

通気・換気サービス 標準プランに追加して通気・換気をする場合 3,000円／回 

草刈り作業 建物周辺の草刈り等  （草刈り・１時間 1,500円  ）除草薬散布等 要見積 

除雪・屋根の雪降ろし 大雪の場合の対応 要見積 

修繕 建物の修繕、水道、窓 戸、土砂の撤去作業他 要見積 

田、畑の管理 田、畑、の草刈り 要見積 

お墓の管理 お墓の清掃作業 要見積 

不用品片づけ 家財その他不要な物の片づけ 要見積 

 サ ー ビ ス 内 容 月１回訪問 

通気・換気 天候を考慮しながら、全窓解放して空気の入れ替えを行います。３時間程度  ●（２回） 

簡易清掃 内部の簡単な清掃を行います  ● 

雨漏り確認 内部などに雨漏りがないか点検します  ● 

室内外の異常確認 室内や建物外部に異常がないか目視確認します  ● 

建物の周囲、庭等の確認 庭木や、建物周囲の除草の手入れが必要か確認を行います  ● 

緊急時巡回点検 緊急時（台風、地震、積雪、豪雨）などの時に点検を行い、状況をお知らせします 発生時 

巡回点検報告書の作成 報告書（写真付き）を作成し（月１回状況報告を郵送します）  ● 

             （基本月額・7,000円の１年契約とする） 



 

 

 

 



 

 

 



 

 

                床張り 

 

 ワークショップ開催    参加者１０名 

基礎・土台 



             管理看板作成   

 

   

グランパ美甘の活動・地域報告会



 

高梁市宇治市民センター 移住受け入れ組織意見交換会 

 

 

久米南町山手地区・コンシーデレ山手代表者４名視察研修に対応

 



 

津山市上加茂地区自治協議会の方が空き家対策等で視察研修に美甘へ  （美甘振興局）
 

 

 

グランパ美甘ホームページ作成         

グランパ美甘  https://grandpa-mikamo.jp/        提携先       宅地建物取引業  岡山県知事（1）第５７５１号 

つなぐ株式会社  岡山市福成 2-11-2   

 

 

https://grandpa-mikamo.jp/


 

６ 事業実施による成果、効果、今後の課題 

（１） 成果、効果      ＜地域全体で空き家対策＞  

◆ 空き家調査を実施して、美甘地域全体の空き家の実態が把握でき、地域報告会等
の開催、また、市の方向転換で空き家調査を業者委託から地域主体に変更された

事によって、地域の空き家に関する関心が深まり、地域コミュニティ協議会と、

グランパ美甘の調査情報を共有し連携する事となり、今後、地域全体で空き家対

策を進める体制が整った。 

    ＜他地域との交流＞     ◆ 空き家対策事業を始めて一年だが、市内外から多少注目される事例もあり、視察
研修の依頼など、他地域との情報交換、交流等が出来る体制が出来た。      ＜情報発信・移住定住＞    ◆ 今回の事業を活用して、ホームページを作成し、３月末に情報を載せると、直ち
に３件のアクセスがあり、空き家の案内などを行い、現在Ｕターンと移住の話が

進行中であり最初の事例と成りそうである。 

（２）今後の課題     ＜継続できる組織作り＞    ◆ 今回の事業を行った中で、一応調査を終えた段階で新たな空き家が発生し調査を
行ったが、今後も空き家が次々と発生してくることが予想され、調査は一度行っ

たら終わりではなく情報を更新していかなければいけない。また現在進めている、

将来空き家になる可能性のある所への事前のアプローチなども含めて、将来にわ

たって、持続できる組織体制づくりをどう進めていくか。      ＜管理を持続していくための仕組みづくり＞ 

◆ 空き家管理において、今後発生してくるものを荒廃させないために管理を勧めて
行くことが必要だが、今回の事業の中で空き家の所有者にヒヤリングを行ってみ

て、将来住む意向がない場合は、管理を勧めても費用をかけての管理は、なかな

か難しく、売却、賃貸の要望は多くあるが、売却等の予想も難しく、良い物件を

選別して将来売買、活用等を見越して、無償で管理するにしても数多くはできな

い。管理費が捻出できるような仕組みが必要だがなかなか難しい。 



 

７ 県民局と協働した効果及び課題 

◆ 今回の美作国創生公募提案事業の採択を受け、地域の空き家を守り利活用につなげる
事業を実施してみて、地域課題の一つである、空き家の問題の解決は大変難しい事で、

地域でやらなければできないと感じた。この事業で１年間の短い期間に調査、チラシ、

管理看板、ホームページなどが整い、空き家対策の基礎、家に例えると土台を完成す

ることが出来た。ここからが本当のスタートであって、管理、移住定住にどう繋げて

いけるかこれからが正念場だが、今回の事業によって早々に成果も出始め、空き家対

策のスタートラインに立てたことは、地域にとって大きな成果であった。 

＜継続的な支援＞  ◆事業としては１年間で終わるが、今後、移住定住等につなげていくためのアドバイス、
情報提供などの支援の継続をお願いしたい。 

 

 


